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本研究では、J リーグクラブの中でユース選

手の育成に成功しているクラブを抽出すること

を目的として研究を行った。クラブが成功する

ための手段としては、ユースの選手育成が有効

であると考えられる。FCバルセロナの先発主力

メンバーはバルセロナのユースで育った選手が

多い。バルセロナにおいてはユースの選手育成

がチームの勝利に貢献していると考えられる。

また、ウェストハム・ユナイテッドでは過去に

ユースで育成した選手を他のクラブに放出する

ことで収入を得ている。このように、ユースの

選手育成がプロサッカークラブの勝利や収入に

貢献することから、ユースの選手育成が有効で

あると考えられる。しかし、プロサッカークラ

ブにおけるユースの選手育成に関する研究は行

われていない。そこで、本研究では、ユース育

成に成功しているJリーグクラブを明らかにす

ることを目的として研究を行った。その前提と

して、「①ユースチームからトップチームに選手

を輩出している②ユースチームが成績を残して

いる③トップに昇格したユース出身選手が試合

に出場している」ことを条件とし、条件を満た

すクラブをユース選手育成成功クラブと定義し

た。本研究では、J リーグクラブのユースチー

ムの実績を明らかにするために、ユースチーム

からプロに昇格した人数やユースの大会成績を

調べた。また、トップチームに昇格したユース

出身選手が活躍しているかを明らかにするため

に、Sport Management Review の分析手法を参

考にし、トップチームでの試合出場時間がチー

ム18位（ベンチ入りできる人数が18人）に入

るユース出身選手の人数を調べた。ユース出身

選手のほかに、試合出場時間がチーム18位に入

る高卒大卒選手の人数も調べ、両方の人数を合

計したものを生え抜き選手の人数とした。J リ

ーグクラブにおいてユースの選手育成に成功し

ているクラブを抽出するために階層クラスター

分析を行った。階層クラスター分析を行う前に、

分析に用いる変数の中で相関性の高い変数同士

がないかどうかを検証した。その結果を踏まえ、

ユースからプロに輩出した人数および、トップ

チームの試合出場時間がチーム 18 位に入る生

え抜き選手の人数、同じくチーム18位に入る高

卒大卒選手の人数を変数として用いた。階層ク

ラスター分析の結果、4 つのクラスターに分類

することが有意であった。4つのクラスターは、

それぞれの特徴を参考にし、高卒大卒選手中心

型、ユース選手少数型、ユース育成成功型、生

え抜き選手少数型と名付けた。ユース育成成功

型に分類されたクラブは、ガンバ大阪とサンフ

レッチェ広島だった。ガンバ大阪とサンフレッ

チェ広島はユースからプロに輩出した選手の人

数およびユースの大会成績、トップの試合に出

場しているユース出身選手が多かった。ガンバ

大阪とサンフレッチェ広島は、設定したユース

選手育成成功クラブの条件を満たしていること

から、ユース選手育成成功クラブであると言え

る。本研究により、ユース育成実績の高いクラ

ブを明らかにすることができた。今後は、ガン

バ大阪やサンフレッチェ広島のユース育成成功

要因を明らかにする必要がある。同時に、他の

クラブがユース育成に成功できていない要因を



明らかにすることが必要である。 


